



日　時：2015年 9月 9日（水）10時～ 17時
会　場：立教大学池袋キャンパス　太刀川記念館 3階多目的ホール
講　師：▽ Dr. Burkhard Schaer, Ecozept
The organic market in Europe
（ブルクハード・シェア氏（Ecozept共同代表者）「ヨーロッパにおける有機食
品市場の現状と課題」）
▽ Professor Dr. Ulrich Hamm, University of Kassel



















The organic market in Europe
























































































How to increase the willingness-to-pay for organic food
































識は一般に低いからである（Rödiger and Hamm 2015）。
　有機食品に対する真の支払価格は、有機と慣行の両方の製品を同様の量目で販売
している店舗でのみ把握することができる。ドイツで 469種類の有機商品と 2,312



























（Zander and Hamm 2010, Schleenbecker and Hamm 2015）要因として、社会的望ま
しさによるバイアス（social desirability bias）が挙げられる。これが「態度と行動

































有機農産物と有機農産物加工食品の市場規模を 2009年時点で 1,300～ 1,400億円と推計し












































































































































































































メタ分析で指摘されてきたように（Hughner, et al, 2007, Aertesens, et al, 2009）、ROCや
OOCは最頻値となるカテゴリだけでなく、他のカテゴリに幅広く存在することである。
例えば、大学卒業者は ROCで 51.32％と最も高かったが、20％の ROCは高等教育に進学










































































































































































































































































































































Ecozept GbR共同経営者 Burkhard Schaer氏
農産物・食品消費の研究者・コンサルタント。農学博士。農村開発、有機食品市
場、食品の地場流通等を専門としている。ミュンヘン工科大学で5年間教職を務
めた後、2000年にフランスとドイツを拠点とするコンサルティング会社Ecozept 
GbRを設立。Ecozeptでは市場調査、サプライチェーン、マーケティング戦略を担
当するほか、IMPACT, SUS-CHAIN, OrganicDataNetworkといったEU域内における
数々の研究プロジェクトに参画している。
酒井 徹 秋田県立大学生物資源科学部准教授。博士（農学）。北海道大学大
学院農学研究科博士課程（農業経済学専攻）単位修得退学。北海道地域農業
研究所を経て現職。有吉佐和子著『複合汚染』をきっかけに有機農業に関心を
持ち、農業経済学の立場から有機農業の研究に従事。研究テーマは、北海道
や秋田における持続的農業の展開過程、日本の農業環境政策、ＪＡＳ有機表示
制度導入以降の有機農産物流通の変化など。
鷹取泰子 一般財団法人農政調査委員会・専門調査員。東京都立大学大学院
博士課程修了(地理学専攻)。日本オーガニック＆ナチュラルフーズ協会職員、
埼玉大学および放送大学の非常勤講師などを経て、2011年5月より現職。日本
国内及びルーマニアをフィールドとして、都市における農空間および有機農業
の可能性、有機生産者の法人化および持続化プロセス、農村女性による起業
活動などをテーマに、地理学的アプローチから調査・研究中。
谷口葉子 宮城大学食産業学部助教。公共管理学修士。農学博士。（公財）み
やぎ環境とくらし・ネットワーク理事。環境政策の観点から自発的アプローチの
一種としての有機食品市場に関心を持ち、主に有機野菜流通や制度の効率性、
消費者行動に焦点を当てて研究を行っている。また、「大人の食育」を掲げる仙
臺農塾プロジェクトの企画メンバーとして活動に従事している。
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